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いわで被害者支援センターと県警察 |よ 9月 27日盛岡市民文

化ホール (マ リオス)で「26年度犯罪被害者支援県民のつどいJ

を開催 しました。昨年までは被害者支援せンターが「犯罪被害

者支援フォーラムJと して開催 しておりましたが、県民に広く

支援の輸を広げたいということで内容を一新 しました。

主催者の細江理事長は「地城全体で被害者を支える社会づく

りを目指す J。 田中俊恵県肇本部長は「突然の事件や事故で深い

傷を負い、苦 しんでいる人は多い。支援の輪を広げたい」と挨拶

した。

来賽の岩手県矢0事 、岩手県議会議長からの祝辞の後、講演で

～ 平丼理事長講演 要雷 ～

1996年 9月の夕方、北京の日本人

使館から電話で○息子が首を切られ

て死んだ○財布がないなどと告げら

れた:

当時、大営生だった息子は中国を旅

行中で毎週「つ週 |ま こうだつたJと 連

絡をしてくれたので初めは思子からの電話だと思った。

その後、マスヨミからの電話が次から次とかかつてきた。

インターホンンも鳴りやまなかつた。当時の記憶は連続し

ない。寝る。食べるというこれまで送ってきた日常の生活が

全くできなくなつた。「なぜ旅行を止めなかったのかJと い

う自黄のなにかられた。

家族のメモには電話やインタTホンの音が耳から離れな

いとある。今もそうだろう。もう18年経った。人|よ
「時間が解

決するJと いうが被害者にとっては時間が解決するもので

はない。何気ない言葉にも傷つく。事件後、しばらく夕ヽ出で

きなかつた妻が勇気を出して買い物に出かけると「元気そ

うですねJと声をかけられた。善意の励ましの言葉だと思う
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|よ 、全国被害者支援ネットワークの平

丼理事長が「犯罪被害者一私の体験J

と題して「犯罪被害は時間が解決する

もので |ま ない」と、約350人が犯罪被

害者に対する理解と支援の必要性に

ついて理解を訴えました。

また、みやぎ被害者支援センターの

理事であるシンガーソングライター

のさとう宗幸さんによる50分間の「ふれあいコンサー トJが開

かれました。

が「やつとの思いで勇気を振り絞つて夕ヽ出したのに何が元

気なのJとの思いは、つも妻の心に残っている。

自分も会社を半月ほど休み、辞職も考えた。約2か月|よ 十

分なl■事はできなかうた。「5年ことが一区切りJと考えてい

るが患子の墓参りは10年間、毎週続いた。学生時代の友人が

毎年訪ねてくれ、妻や娘の大きな力になってしヽる。私にとっ

て|ま 会社の同僚や上司が支えてくれた。その後、96年 に京都

被害者支援センタニの立ち上げに関わつた。この事件がなけ

れば定年後も会社のイi事をしていただろうが、息子が導いて

くれていると思い全国組織の活動を行なつている。

被害により家族の人生は180度変わる。犯罪被害は時間が

解決するものではないと,じの傷を訴え、私のような重大な

事件の被害者家族はもとより、新聞にl」 lさ く載るような事

件や事故であつても、その被害者や家族の多くは親戚、職

場、地域社会にBI」 けを求めている。少しでもその立場を理解

することが支援の一助になる。

プロフィール

昭不□15年生まれ

認定特定非営利活動法人全国被害者支援ネットワーク理事長

公益社団法人京都被害者支援センター日J理事長

元オムロン株式会社 取締役冨J社長
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12月 η日盛岡東奎察詈大会議室において、県や検察庁 国土

交通省、各肇察署、各詈察被害者支援連絡協議会など会員約50

名が参力0し平成26年度「岩手県bEJ罪 被害者等支援連絡会総会J

が開催されました。

総会では細江会長の挨l_● の後、平成25年 度の事業報告及び

平成26年度事業計画が審議され、いずれも満場一致で771認 さ

れました。その後、日本司法センター(法テラス)と県肇察本部

による活動事例の部告がありました。

講演では全国被害者支援ネッ トワーク平丼理事長が「犯罪被

害者支援の現状とこれから目指すもの」と題 し、全国ネッ ト

ワークの役害Jと 人材弯成の必要性及び都道府県支援センター

の活動について講演をされました。
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平成26年中の電話相談は201作、面接相談39イ牛、メール相談

10件といずれも過去最高を記録した25年中と比較して若干湖

少しておりますが、支援センターの本来業務であります肇察や

検察庁、裁半」所、弁護士事務所への付き添い、これらとの支援の

打含せのほか自宅訪間、被害直後の日常生活支援、裁半Jの代理

傍聴などの直接的支援は184(牛となり、これまでで最も多かつ

た昨年同期比でも155件の増となりました。

支援センターでは被害者やこ家族ができるかざリー日も早

く被害前の生活にもどれるよう、ボランティアのEpから厳選さ

れた支援活動員がその立場に立って計画的に様々な支援を行

なつております。

中でも必要な情報をタイムリーに正しく伝えることにも配

慮しておりますが、震災特例法により震災当日に県内に居住さ

れていた被害者やその家族の方は、3回 まで無料で被害者支援

に理解ある弁護士に相談ができる市」度を活用している方が増

11月 29日エスポワール岩手で平成26年度第 2回理事会及

び臨時総会を開催 しました。

今回の総会は、日本財団から助成を受け、財政基盤の安定と

充実 した被害者支援業務のため様々な取り組みを行なつた結

果、賛助会費及び寄付金が増加 したことにより公益事業を適正

に執行するため「平成26年度収支補正予算 (案 )」 を議案とし審

議をしました。

補 正 の 内 容 は 、経 常 費 用 で「事 業 費 Jの 当初 予 算 額

14′ 185′ 000円を3′ 178′ 000円増額 し、17′ 363′ 000円 とし、

「管理費 J当 初予算額 3′ 883′ 000円 を 154′ 000円 湖額 し

3′ 729′ 000円 とするもので議案は満場一致で承認されました。

なお、総会に先立って行われた理事会では総会議案の他、賛

助会員入会者 (法人及び個人)の決定の審議並びに6月から10

月までの職務執行状況の報告が行われました。

◆収入の部

◆支出の音F

力□しております。弁護士事務所に|よ支援センターの活動員の付

き添いも行つております。

詳しくは事務局までこ相談ください。

活動の状況(平成26年 1月～12月 )

直接的支援 電話相談 面談相談 メール相談

184件 201件 39件 10件

直接的支援活動の内訳

Fヽ罪の 種 類 件 数 目J  fF  上ヒ

殺 人 29イ牛 20件増

性 犯 罪 54イ牛 43件増

暴行 傷害 15イ牛 15件増

交 通 事 故 75イ牛 67件増

そ の l「
j

11イ牛 10件増

計 184件

○ワンクリック募金を始めました。

いわて被害者支援センターでは9月から「ワンクリッ

ク募金」を始めました。

これは当センターのホームページ閲覧者が協賛した企

業 団体のバナー広告を 1回 クリックすることに10円 が

センターに寄付されるもので η企業 団体からの寄付は

η力用当たリクリック300回 3千円が上限で、年に一度

合計額が支援センターに振り込まれます。

現在、ホームページに下記の 10企業 団体から協賛をい

ただきノヽナー広告を掲載しております。10月 及び11月 と

も全企業 団体とも毎用 1,000回以上のクリックの協力

があ llま すが、クリックすると企業等のホームページに

リンクされることから企業の広報にもなつております。
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北日本通な環裏装社 蒻 霊嚢§尉
「

器露 舞 無 詳 断

Φ東北銀行 F攀。僕

当センターホームページよ り

新たに決の企業様から募金付自動販売機を設置してい

ただきました。こ協力ありがとうこざいました。

アジテック(北上)2台

三菱製紙(北上)

フジサキ(北上)

富古自動車営校

岩手県予防医営協会
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=
費 4,130′ 000

補助金等

岩手県補BIJ金

日本財団助成金

いきいき岩手支援財団助成金

12′ 790′ 000

( 1′ 500′ 000)

(10′ 540′ 000)

(  750′ 000)

市 町 ll負 担 金 1′ 677′ 000

寄   付   金 2′ 500′ 000

雑   収   益 |′ 000 主

事   業   賣 17′ 363′ 000

曽 理 輩 3′ 729′ 000

)」 ppttod by膵罪昌雹[縫箕l竃鷲 -2-
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3月から始めました読み終えた本を買い取り業者に送つて

いただくことにより査定額を支援センターに寄付されるホン

デリングにつきまして |よ 。9月末現在で79箱 2′ 473冊が送ら

れ、内822冊が業者に買い取られました。

支援センターに|ま 46′ 358円 が寄付されました。

ホンデリングは、コンビニ等で販売されている書籍を除き、

裏表紙に SBN(国 際図書標準規格)の表示がなされたもので、

専門書|よ高い価格で買い取られます。

また、11月 16日付岩手曰報で大きく掲載された岩手県立大

営生ボランティアセンターの皆さんに|よ 、単内にホンデリング

ボックスを設置し、読み終えた本を気|~iに ボックスに投函して

いただいているほか、同大図書館や近隣のイノベーションセン

ターからも協力をいただくなど積極的な取り組みを行つてい

ただいています。

11月23日 (上)13日寺30分から県民会館大ホールで「北部三県

肇察音楽隊含同演奏会Jが開かれました。

開会前に支援センターの支援活動員11名と岩手県立大営営

生ボランティアグループの 5名の学生が訪れた約 1′ 300人の

観客に対し、ポケットティッシュを配布し、犯罪被害者支援に

ついての理解を呼びかけました。

また、ホール入□には広報バネルを設置したほか、入□2か

所に募金箱を置き協力を求めました。
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11月 8日 (土 )イ オンモール盛岡で「被害者を守る岩手のキヤ

ラクター大集含 犯罪被害者支援キャンペーンJを開催しました。

当日は、県肇や県のキヤラクターの他、IBC岩手放送、テレ

ビ岩手、岩手朝日放送、めんこいテレビの県内民放テレビ局か

ら7体のマスコツトが参力□し、県肇の雨びかぽ 風びかぽが「事

件後も被害者や家族の悩みは続く、メデイアが正しい情報を伝

えることが、無責任やうわさや中傷などの二次被害/1防 ぐJと

訴えました。

当日は、各マスコットが店内を回りながらポケットテイッ

シュや風船の配布などを行ない、来店した子供たちには大人気

でした。
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10月 3日の開 罪被害者支援の日」に含わせて10月 4日 (土)イ

オンモール盛岡セントラルコートで県肇音楽隊によるミニコン

サートを開催しました。

約30人の音楽隊員が参加し、アニメソングなどを披露し、隊

員が演奏に合わせダンスをするなど会場は大いに盛り上がり

ました。

また、多くの観客に対しポケットティッシュを配付しました。
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命を奪われる、怪我をさせられる、家族を失う、財産を奪われ

るなどの被害を一次被害‐。その後時間の経過に伴い、被害者や

家族が直面するほ な問題を二次被害と呼んでおります。

二次被害の程度は、事件や事故の種類や内容、男女月」、年齢、

被害者箸の生活環境等により異なりますが、程度の差こそあれ

誰しもが直面することとなります。

しかも複数にわたる二沢被害に苦しめられる方も少なくあ

りません。支援センターはこのような二沢被害の解決や軽減す

るため、面接相談や付添い支援など様々な支援活動を行なつて

おります。

多様な主体が支える
「いわて被害者支援‐センター」

支援センターヘの電話相談や支援件

数が増加しておりますが、盛岡まで来ら

れない方のために二戸市及び水沢区で

出張相談所を開設しておりますが、26年

度の予定は次のとおりです。

予約は不要ですのでお気軽にお越し

くださしヽ。

平成27年
被害者支援県民のつどい

当様方の会費や寄付金は、公報啓発費のほか、被害者・こ還族の支援活動(車輌借上費、

支援員交通費,安全管理費、面接。相談等通信費)に活用させていただいています。

1月14日 (水)2月 12日 (木)3月 18日 (水)

1月21日 (水)2月 25日 (水)3月 25日 (水)
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